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６
月
定
例
県
議
会
が
６
月
19
日
か

ら
７
月
３
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

県
保
険
医
協
会
、
復
興
県
民
会
議
・

県
社
保
協
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
保
険
利

用
料
の
免
除
継
続
を
求
め
る
請
願
」
が 

用
料
等
の
免
除
継
続
を
求
め
る
」
請
願

と
意
見
書
が
圧
倒
的
多
数
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
震
災
か

ら
10
年
目
の
来
年
も
継
続
実
施
さ
れ

る
道
筋
が
で
き
ま
し
た
。
被
災
者
の
切

実 

ム
基
準
を
満
た
す
ス
タ
ジ
ア
ム
を
岩

手
県
内
に
整
備
を
求
め
る
請
願
」
は
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
案
に
対
す
る
態
度
で
は
、
10
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
を
前
提
と
し
た

使
用
料
・
手
数
料
の
引
き
上
げ
の
３
議

案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

県保険医協会の請願提出に同席する斉藤県議(６月２６日) 

議員名 

（会派） 

被災者の医療費･
介護保険利用料等
の免除継続を求め
る請願･意見書 

減らない年金制度の
実現を求める請願 

斉藤 信 
(日本共産党) ○ ○ 

小西 和子 
(社民党) ○ ○ 

阿部 盛重 
(改革岩手) ○ × 

軽石 義則 
(改革岩手) ○ × 
高橋 但馬 
(改革岩手) ○ × 
千葉 絢子 
(県民クラブ) ○ × 
吉田 敬子 
(無所属) ○ × 
小野寺 好 
(公明党) ○ × 
樋下 正信 
(無所属) × × 

 

聞
世
論
調
査
）
中
で
、
請
願
に
反
対
し

た
政
党
・
会
派
・
議
員
は
県
民
の
不
安

に
背
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
と
請
願

不
採
択
に
対
す
る
討
論
で
厳
し
く
指

摘
し
ま
し
た
。 

 

「
岩
手
県
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

求
め
る
請
願
」、「
Ｊ
リ
ー
グ
ス
タ
ジ
ア 

 

市
教
委
は
、
行
き
過
ぎ
た
指
導
を
認
め

『
不
適
切
な
指
導
に
よ
り
退
部
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
し
っ
か
り
調
査
し
、
再
発
防
止
策

を
示
し
た
い
』
と
７
月
中
に
調
査
結
果

を
ま
と
め
る
予
定
だ
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

商
工
文
教
委
員
会
で
は
、
来
年
度
の

県
立
高
校
の
学
級
減
・
学
科
再
編
の
計

画
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
盛
岡
北
な
ど

10
校
が
計
画
通
り
学
級
減
・
学
科
減

を
実
施
、
盛
岡
三
、
盛
岡
工
業
な
ど
５

校
が
学
級
減
を
見
送
り
、
葛
巻
な
ど
今

年
度
学
級
減
を
見
送
っ
た
５
校
は
再

び
学
級
減
を
延
期
し
、
山
田
と
一
関
工

業
は
学
級
減
と
す
る
内
容
で
す
。
学
級

減
を
見
送
っ
た
措
置
に
つ
い
て
は
評

価
す
る
と
と
も
に
、
山
田
高
校
や
一
関

工
業
に
つ
い
て
は
、
震
災
の
影
響
等
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
専
門
高
校
に
つ

い
て
は
県
内
企
業
の
求
人
の
状
況
を

踏
ま
え
て
検
討
す
べ
き
と
指
摘
し
ま

し
た
。
ま
た
、7
学
級
を
超
え
る
大
規

模
校
に
つ
い
て
は
、
計
画
通
り
学
級
減

を
進
め
る
こ
と
が
周
辺
地
域
の
高
校

存
続
に
と
っ
て
必
要
と
指
摘
し
ま
し

た
。
ま
た
、1

学
級
規
模
と
な
る
高
校

へ
の
配
慮
と
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
と
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

盛
岡
市
内
の
中
学
校
の
部
活
動
顧

問
に
よ
る
生
徒
に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ

問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
部
活
動
顧

問
教
師
は
機
械
的
な
指
導
を
受
け
入

れ
な
い
生
徒
の
態
度
が
気
に
入
ら
ず
、

「
あ
い
つ
は
問
題
児
だ
」
と
い
っ
た
悪

評
を
流
し
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
成
績
を
収
め
て
い
た
生
徒
を
差
別

扱
い
し
、
生
徒
は
退
部
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。
県
教
委
の
教
職
員
課
総
括
課

長
は
、
盛
岡
市
教
委
は
、
行
き
過
ぎ
た

指
導
を
認
め
「
不
適
切
な
指
導
に
よ
り

退
部
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
し
っ
か
り
調
査
し
、

再
発
防
止
策
を
示
し
た
い
」
と7

月
中

に
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
予
定
だ
と

答
え
ま
し
た
。 

 

価
す
る
と
と
も
に
、
山
田
や
一
関
工
業

に
つ
い
て
は
、
震
災
の
影
響
等
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
専
門
高
校
に
つ
い
て

は
県
内
企
業
の
求
人
の
状
況
を
踏
ま

え
て
検
討
す
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
学
級
を
超
え
る
大
規
模
校
に

つ
い
て
は
、
計
画
通
り
学
級
減
を
進
め

る
こ
と
が
周
辺
地
域
の
高
校
存
続
に

と
っ
て
必
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
１
学
級
規
模
と
な
る
高
校
へ
の
配

慮
と
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と

改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

盛
岡
市
内
の
中
学
校
の
部
活
動
顧

問
に
よ
る
生
徒
に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ

問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
部
活
動
顧

問
教
師
は
、
機
械
的
な
指
導
を
受
け
入

れ
な
い
生
徒
に
「
あ
い
つ
は
問
題
児

だ
」
と
い
っ
た
悪
評
を
流
し
、
県
内
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
収
め
て

い
た
生
徒
を
差
別
扱
い
し
、
生
徒
は
退

部
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
県
教
委
の

山
村
教
職
員
課
総
括
課
長
は
、「
盛
岡

市
教
委
は
、
行
き
過
ぎ
た
指
導
を
認
め

「
不
適
切
な
指
導
に
よ
り
退
部
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
し
っ
か
り
調
査
し
、
再
発
防
止

策
を
示
し
た
い
」
と7
月
中
に
調
査
結

果
を
ま
と
め
る
予
定
だ
と
答
え
ま
し

た
。 

 

商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(７月１日) 

実
な
願
い
に
、
自
由
民
主
ク
ラ

ブ
と
樋
下
正
信
県
議
が
反
対

し
ま
し
た
。 

 

年
金
者
組
合
県
本
部
・
い
わ

て
労
連
・
県
社
保
協
が
提
出
し

た
「
減
ら
な
い
年
金
制
度
の
実

現
を
求
め
る
請
願
」
は
、
自
由

民
主
ク
ラ
ブ
、
い
わ
て
県
民
ク

ラ
ブ
、
創
成
い
わ
て
、
改
革
岩

手
の
一
部
、
公
明
党
、
無
所
属

の
議
員
が
反
対
し
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
83
％
が
「
国

の
年
金
制
度
に
不
安
を
感
じ

る
」（
７
月
１
日
付
・
読
売
新 

県民から提出された請願に対する盛岡選挙区
選出県議の態度（賛成:○ 反対:×） 

○日 時：８月９日（金）午後６時半～ 

○会 場：岩手県民会館大ホール 

○弁 士：市田忠義副委員長･参議院議員 

斉藤信県議会議員 
盛岡市議団（庄子春治､高橋和夫､鈴木つとむ､

かんべ伸也､三田村あみこ） 
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【４
月
】 

8
日 

盛
岡
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
訪
問
・懇
談 

11
～
12
日 

釜
石
宝
来
館
宿
泊
、
大
槌
町
赤
浜
地

区
の
復
興
状
況
調
査 

14
日 

南
部
後
援
会
春
を
呼
ぶ
つ
ど
い
、
上
田
保
育

園
開
園
式 

16
日 

商
工
文
教
委
員
会
、
災
害
公
営
住
宅
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
確
立
の
申
し
入
れ 

17
日 

防
災
特
別
委
員
会
、
県
政
調
査
会
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

議
連 

18
日 

軽
米
町
議
選
個
人
演
説
会
、
矢
巾
町
議
選
個

人
演
説
会 

19
日 

安
倍
改
憲
ノ
ー
！
昼
デ
モ
、
東
新
庄
１
丁
目

町
内
会
総
会 

21
日 

岩
手
建
設
職
人
の
つ
ど
い
、
城
東
地
区
９
条

の
会
13
周
年
の
つ
ど
い 

27
日 

岩
手
民
医
連
総
会
、
達
増
知
事
を
囲
む
集
い 

29
日 

盛
岡
市
消
防
演
習
、
14
・６
・３
分
団
懇
親

会 

【５
月
】 

1
日 

メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会 

3
日 

憲
法
記
念
日
街
頭
宣
伝
、
憲
法
集
会 

4
日 

被
災
地
訪
問
（陸
前
高
田
、
大
船
渡
、
釜
石

鵜
住
居
、
山
田
） 

8
日 

県
民
と
県
議
会
と
の
意
見
交
換
会
（宮
古

市
） 

10
日 

旧
盛
短
利
活
用
期
成
同
盟
会
総
会
、
ご
み
問

題
学
習
会
（土
淵
地
区
セ
ン
タ
ー
） 

14
日 

種
子
条
例
の
早
期
制
定
求
め
る
申
し
入
れ 

17
日 

岩
手
大
学
工
学
部
一
祐
会
総
会
・講
演
会
・

懇
親
会 

19
日 

沖
縄
連
帯
の
つ
ど
い
、
九
戸
村
日
本
共
産
党
演

説
会 

20
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

26
日 

日
本
共
産
党
演
説
会
（キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
） 

28
日 

高
校
再
編
地
域
検
討
会
議
（盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク
） 

29
日 

災
対
連
・県
復
旧
復
興
県
民
会
議
政
府
交
渉 

【６
月
】 

1
日 

盛
岡
民
商
総
会 

3
日 

復
興
特
別
委
員
会
現
地
調
査
（釜
石
・大
槌
） 

4
日 

九
戸
村
議
選
応
援
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
父
母

と
懇
談
、
県
聴
覚
障
が
い
者
協
会
と
懇
談 

6
日 

盛
岡
市
の
県
政
要
望
説
明
会 

9
日 

横
沢
た
か
の
り
事
務
所
開
き
、
山
岸
の
つ
ど

い 

10
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
平
和
行
進
・歓
迎
集

会 

11
日 

平
和
行
進
者
が
千
葉
副
知
事
を
表
敬
、
県

政
要
望
を
聞
く
会 

13
日 

10
％
増
税
ス
ト
ッ
プ
い
わ
て
県
民
集
会 

19
日 

６
月
定
例
県
議
会
開
会
（～
７
月
３
日
） 

21
日 

県
医
労
定
期
大
会 

22
日 

二
戸
、
浄
法
寺
日
本
共
産
党
演
説
会 

23
日 

滝
沢
日
本
共
産
党
演
説
会
、
保
険
医
協
会
パ

ー
テ
ィ
ー 

25
～
28
日 

本
会
議
（一
般
質
問
、
議
案
に
対
す

る
質
疑
） 

30
日 

岩
手
県
母
親
大
会
ｉ
ｎ
遠
野
、
一
番
組
事
務

所
開
き 

【７
月
】 

1
日 

商
工
文
教
委
員
会 

3
日 

最
終
本
会
議
（質
疑
と
討
論
） 

4
～
21
日 

参
議
院
選
挙 

24
日 

盛
岡
市
戦
没
者
追
悼
式
、
年
金
者
組
合
岩
手

県
本
部
定
期
大
会 

子どもの医療費の窓口無料

化は、お母さん方と力を合わせ

て、就学前までの無料化(１６

年８月）に引き続き、今年８月

から小学校卒業までの窓口無

料化が実現しました。さらに中

学校卒業までの無料化をめざ

します。 

○子どもの医療費―小学校まで窓口無料に(８月～) 

○３５人学級―小･中学校全学年で実施(2019年度～) 

○高すぎる国保税の引き下げを求める 

子どもの医療費助成の拡充を求める岩手の会の皆さ
んと八重樫保健福祉部長に申し入れ(18年9月12日) 

３５人学級は、今年度から小学校・中学校の全学年で実現しました。 

 低所得なのに高すぎる国保税となっている構造的問題の解決へ、全国

知事会も提言しているように、１兆円の国費投入で協会けんぽ並に引き

下げを求めてきました。子どもにもかかる均等割の減免と、滞納者への

ペナルティーの中止、生活再建への支援こそ必要と提言しています。 

○被災者の医療費免除措置を９年連続で実施 

○被災地福祉灯油を８年連続で実現 

○被災県立病院(高田･大槌･山田)を再建 

東日本大震災津波から８年

４ヶ月―。毎月被災地に出か

け、被災者の声を届けてきまし

た。災害公営住宅では、高齢化

と生活苦の中で孤立化･孤独化

が進行しています。再建した事

業者は売り上げが下がる中、借

金返済の時期を迎え正念場を

迎えて います。被災者の皆さんと力を合わせ、被災者の医療費･介護保険利用料等

の免除措置を今年１２月まで９年連続で実施。被災した高田･大槌･山田の

県立病院も昨年までに再建整備されました。 

 大不漁に直面している漁業と水産加工業再建へ、あらゆる支援の強化を

求めてきました。 

漁業･水産業の復興と課題を考えるシンポジウム
を宮古市で開催(18年 10月 20日) 

○前回知事選で野党共闘を実現、今回も 

○参院選で野党統一の横沢たかのりさんが勝利 

 安倍政権の暴走をストップさ

せる力は、市民と野党の共闘で

す。前回知事選挙での野党共闘

は、全国に大きな影響を与え、そ

の後の参議院選挙での野党共闘

の実現につながりました。今回の

知事選は４野党が推薦。引き続き

市民と野党の共闘発展に全力で

取り組んでいきます。 
達増知事に推薦証をわたす菅原党県委員長と
３人の県議団(19年6月28日) 

 参議院選挙では、野党統一の横

沢たかのりさんが自民党現職との

大激戦を制し勝利しました。野党

統一候補は、秋田･山形･宮城をは

じめ、32の 1人区のうち 10選挙

区で勝利。この勝利が自民･公明･

維新の改憲勢力が 3分の 2を割り

込む決定的な要因となりました。 
横沢たかのりさん（中央）が党県委員会の事務
所を訪れ、がっちり握手(19年7月22日) 

○｢核兵器禁止条約の批准｣､｢辺野古への土砂投入
中止｣―県議会で意見書を採択 

○県議会議員の特権的な海外視察は中止を 
○県議会棟を含めた県庁舎の敷地内禁煙を求める 

 県民からたくさんの切実な請願が提出され、「核兵器禁止条約の批准を求め

る」請願と意見書を全国に先がけて採択(県内３３市町村のうち３２市町村で

も採択)。達増知事はじめ３３の全市町村長がヒバクシャ国際署名に署名しま

した。「辺野古への土砂投入中止を求める」請願･意見書は本土で初めて採択。

「森友・加計疑惑の徹底解明を求める」請願と意見書、「働き方改革一括法の

廃止を求める」請願と意見書も全国で初めて採択しました。 

 東日本大震災津波からの復興に取り組んでいる中で、県議会議員の特権的な

海外視察（一人上限９０万円）が再開され、厳しく反対しました。 

佐々木順一議長にたいし、県議会棟の敷地内
禁煙の実施を求める申し入れ(19年6月10日) 

 7月 1日から県庁舎をはじめとす

る県立施設の敷地内禁煙が実施さ

れていますが、県議会棟は対象外と

なっています。岩手県議会では議員

提案条例で平成２６年に「岩手県が

ん対策推進条例」を制定。「公共性

の高い施設での受動喫煙防止」を掲

げており、条例の立場からも県議会

棟の敷地内禁煙を強く求めました。 


